
ねぱり強い堀のコソビである。今西は探検ヘの情熱,
リーダー格,西性格,企画力のある直観主義をもち,

堀は着実な実新力,器用さ,実証主義を備え,サプリ
ヒマラヤ熱の火っけ役でもあり,極ーダー格。まナこ,

ヒマラヤ全般にっいても熱心に研究をしていた地法,

伊藤癖が高級参謀格であっ九。伊藤の卒業ののちは加
藤泰安がこれにかわった。話は少しさかのぼるが1929
年,兵役から婦った今西は,細野,伊藤らとともに,
ヒマラヤの氷は日本では富士山しかないと,畠士山で

ソグを郭こなっ九。(そのときー氷雪技術のトレーニ

行に伺行したドイッ人によってこの記録はDie Alpen
に擢載された。)カブルー計画の出来た昭和5年12月
から翌年の 1月にかけて,その訓練の目的で,今西,
西堀,酒戸,浅井,伊藤,工楽らは,日本ではじめて

この極地法との極地法による登山を富士山で行った0

いう考葉は,伊藤が「フサヒス末ーツ」に投稿しナこ記
享の中にはじめて, polar methodを訳して使っ九の
である極地法の実験,高山病の経験,局所での雪洞
の研究など,日本で最初の試みが行われナこ0
昭和7年5月にはヨーロッパフルプスで技術をみが
いナこ高橋らが帰国。第 1次ヒマラヤ計画はっぶれナこと

ヒマラヤ日ざしはいえ,着々と研究はつんでいっナこ0

て燃えたっ九エネルギーは昭和9年の12月から翌手の
1月にかけて行なっ九白頭山遠征で発散する0 隊長今
西以下,西堀,高橋,宮崎,奥,伊藤,旅衍部の学生
ら15名日本内地にすでになくなった処女宅を外地に
求め,高さこそ低いが,極地法を試みるのにかっこう
の山である登山距航の実に長い,白頭山がえらばれ九
のである。彼らはここで,もし当時ヒぐラヤ遠征が実
現してぃたら実行し九に違いないいろいろの試みをし
てぃるポーラーテソト,寝袋等の装備の研究,空地

シェルハか日本のガイドかの比較等々であ無線連絡,

る。

この朝鮮最高峯(2,フ"m)の白頭山冬季初登頂が
日本登山史上に占める位置は非常に大きい0 それはこ
の遠征を歴史の中に那いてみたときによくわかると思
う内においてはAACKにとって最初の海外遠征で
あり,京大旅万部や三高山岳部の学生を剌戟し,外に
おいては海外遠征の流行するきっかけを作っ六0

その1つのあらわれが翌年の加藤泰安隊長の中部大

興安韻冬期遠征である。これは吉井ら旅行部現役7名
からなり,冬の中部大興安嶺の最高峰(1,80om)に
初登頂した。あくまでも現役のみで組繊し,先輩から
平吉功をりーダーに推せんし九力り扣膝がそれを断っ九
という話、伝わっている0

彼らは 1月 2日馬ぞり15台をっらねてハルピソをた
つ九が,その後 1遡問,とんでもない,呉机が内地の新

門,=ユースで伝えら才けこ。令隊員が小戸ソバイルの
萢原で徠死し九というのである。家族,人¥の心労は
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ハイラルからは捜索自動車隊も出ひとと溌りでなく,

るカム末結局,誤報はモソゴル人の凍死体をまちがえ
たということがわかり,彼らは捜索隊に会ったがその
まま前進をっづけた。彼らはこの冬季登山で零下48度
という寒さを体験し,貴重な経験を積んで帰っ九0

こうした声重なる遠征によって装備や食粗の研究も
すすみ,機運は熟してきナこ。ヒマラヤ遠征はAA・CK
の最初からの目標であっ九0

昭和Ⅱ年3月,今西は東満州から北支ヘまわり,当
時北京にいナこ伊藤に会い,ヒマラヤ遠征を打診,その
九めに彼に帰国を要請した。帰国しナこ伊藤をむかえて
AACKの総会が京都平八茶屋で行われナこ0 加4 月,

藤泰安,児島勘次らの推進によってAACK第2次ヒ
マラヤ、土征が企画されナこ。目標は世界第2の高峯K2

ーダー木原均(8,611m),時期は翌年の 1937年,リ
ス求ソサー朝日新開社と決定。当時K2は19四年イタ

ジ隊が試登してから30年近く,だれもリアのアブノレツ

近づこうとしなかっ九山である。意気はまことに壮ん
であっ九。

田中喜左衞門と奥貞雄の2人が費mを出して,伊煉
交沙は成功し,は許可とりっけのためイソドへ飛ぶ0

伊藤はカラコラムに入る内階を得,ヒマラヤソジャー
ラコラムに来るとのニュースカ斗易載ナルに、日木隊力

うしたことかK2遠征の許可はハウされた。しかしど
九とえ許可がソのアメリカ隊に粘りてしまっナこ0ス卜

昭和12年来ても戦局が遠征を許さなかっ九であろう0
には支那京変が始まっ火0

立教のナソダコット隊は戦争の問隙をぬって成功し
ナこ,日本の戦前での唯一のヒマラヤ遠征隊であっ九0
この隊の成功がAACKの会員たちを切歯拒腕させ九

しかし戦局は日に日に激しくなのは云うまでもない0

リ, AACKのヒぐラヤの夢は戦後まで持ちこされる
のである。

カブルー計画のエネルギーが白頭山に向けられ九よ
第2次ヒぐラヤ計画のエネルギーは大陸ヘ,そうに,

して中央アジアへとむけられていっナこ0

それから敗戦まで

マラヤへの夢を破っナこ。 AACKはそのホ戦争はヒ

コ先を大時ヘ軒じ九。大陸からのヒマラヤ行きを考え

木信を隊長とする旅行部現役からなる学生班も組織さ

れ,これは学術班よりも小範囲を回った。今西寿雄も

これに参加している。

AACKは,この内モソゴリア調査隊を最後に全く

の不活動状態のまま終戦をむかえるのである。それは

戦局が激化してきナこためである。しかし, 14年の 1月

に誕生した京都探検地理学会が, AACKにとってか

わって大陸で活躍をはじめたのもAACKが衰えた1

つの原因でもあろう。何故AA.CKが衰えて探検地理

学会が生れたか,歴史の流れの中にこのことを分析す

ると話はおもしろくなるがヌ別の機会にゆずる。

昭和15年は東京オリソピックの年と決定されてぃた

13 年に卒業して当時日木航空の社員であっ九加藤泰

安は中央アジアを横断して,すなわちシルクロードを

通ってオリソピックの聖火を運ぶという雄大な計画を

九て,会社にたきつけた。Ξ卜画はとり入れられ,ドイ

ツ航空会社ノレフトハソザとタイアップしてパミーノレ高

原から西を受け持つことになり,その予備調査までし

九が,これも戦争のためにつぶれてしまった。

そのあとAACKとしてイラソのデぐベソド山(5,

670m)の登山および学術探検を企画し,隊長は木原

均に内定したが,計画だけで実現には至らなかっナこ。
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つた0 実際にAACKとして述征しナこ記録は,戰前で

は]935年の自頭山と1933年の内モソゴリアしかない

ヒマラヤ遠征計画を具体化すること2回,ともに実現

するには至らなかった。この記録はAA.CK30年史を

書くときに少しさびしいような気もする。しかし AA

CK が日本における登山と探検の惜界をりードしてき

たととは, AACK会員の活動で知ることができる。そ

の意味で別表に示したAACKとしての活動,会員の活

動の欄を参考までにみていただきたい。

^その2終り^

昭和15年ビろから三高の梅棹,川喜田,藤田等が活

躍してくる。昭和16年 a941年)の 1月,探検地理学

会を主体として,藤本,今西(寿),梅棹らが,カラ

フトに犬ぞりを走らせ,超短波無線機のテストを行な

つた。このとき,梅棹はまだ一高生である。 9月,京

大に入学した梅棹,藤田,川喜田らは,今西をたきっ

け,末ナペ島ヘ出かけた。学生の海外渡航禁止令ので

る1年前,太平洋戦争のはじまるわずか3ケ月前であ
つナこ0 このとき今西から直接,探検の手ほどきをうけ

九との、今西親衛隊'が原動力となり,今西以下13人が
昭和17年の5月から7月にかけて北部大興安嶺の探検
を行なっナこ。

求ナペ島は探検地理学会にょるものであり,北部大

興安嶺は国防科学研究所の後援にょり行なわ九もので
いずれもAACKの遠征ではない。 AACKは前にも
述ベたように開店休業の状態であった。
しかし店は休業でも店員は休んでぃなかっ九。との
大睦時代の遠征の精み重ねがあってはじめて戦後の活
躍ができるのである。探検地理学会は殿戦で解散した
が
それは自然誌学会にうけっがれ,つぃで生物誌研
先=ができてAACKとも密接な関係をもっようにな
る。

職後AACKの再建が行われる話はまた稿を改めて
吹号に霄とう

X

(いまAACK会員の足跡をヒマラヤ,中央アジフを

中心、とした世界地図の上で明らかにしょうとしてぃま

す。との地図が完成すれは'如何にAACK会員が日本,

いや世界の探検,登山界に貢献しているかが明らかに

なると思います。できれぱ次号にこれを掲載したく思

いますので,会員諸氏の外地遠征の記録を地図ととも

にお送り下されぱ幸甚と存じます。御協力をお願い申
しあげる次第です。)

X X
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インドラサン遠征につぃて

京都大学山岳部は1962年秋,部創設以来はじめての

海外遠征登山隊を送り,イソドのパソジャブ.ヒマラ

ヤのイソドラサソ峯(6,021m)初登頂に成功した。

との遠征に参加した者の 1人として,ここにその概要

を報告することができるのは,湫のもっとも喜びとす

るととろである。ご後援を惜しまなかった会員各位に

紙上を借りて深く感謝の意を表する。

計画が軌道にのるまで

京都大学山岳部が海外遠征したのは決して歴史の新

しいことではないが,いずれも計画は具体化せず,つ

いにながく日の目を見ずに終っていナこ。 4年問という

大学の在箒期問が定まっており,毎年新しい部員を迎

え入れ,これをトレーニソグしっつ活発な登山活動を

行なう宿命にある以上,国内の山を立派に登ることが

精いっぱいであり,力の揃った上級生だけで海外の山

に向かう余裕がない。部として海外遠征をとりあげる

べきではないという考えが支配的であった。ところが

との数年部員の数が急速に増し,意欲的な山行を数多

く続けてきて,実力が蓄えられたと判断し九のであろ

う部全体として,海外に遠征鞍山隊を送るべきであ, AACK結成から殿峨までを簡単にふりかえ

酒井敏明

X X X X
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るという気運が高まってきナこ0

隊員4, 5名,アプローチが容易で,かっ登頂の見
、みがある 7,ooom前後の山という条件で選ぱれナこの
,,イソドのパソジ十ブ州,ピル.パソジャール山群の
6,50om級2座であり, 1962年 1月にフプリケーツ"
ソを1自ずしナこ 4月になって許可できぬと回答があっ
ナこナこめ,イソドラサソとデオ・ティバ(6,oolm)
2座に変吏, 7月になって,午可を得ナこ
隊の柑成にっいては,山岳部に腹案があり,大先箪

ちょうどサルトの方々にいろいろお骨'折り瓢っナこが,
戸.カソリ隊と同畴であったので,難航し九といえそ
、である一時は私に責任が委ねられ,もちろん固辞
し六が,周囲の情況が命ずるままに努力を重ね九0 結
月資金船よび渡航の2つの難関は突破することができ
・,つぃにかぶとを脱いでしまう。今西会長,桑原前
△長,多田山岳部長,四手井前山岳・部長の船口'折りが
あて,隊長は小野寺教授の!,"馬が決まり,遠征訊'画
は実現することができナこ0

隊員は山岳部が選考,推薦しナこ5名が決定され,私
トラソスポーク遠征の経験を買われて力、はノシャツ

ト.オフィサー役で参加するととになる0
六都大学山岳.部パソジャブ・ヒぐラヤ速征隊(KU
PE 1962)の枇成は次の通り0

農学部教授隊長小野寺幸之進 51才
冒ι隊「:.酒井敏明 29才'大学院文学研究科1',士

課程1回生

隊員大森義次 22才女学部4回生
ク田中二部 21才理学部4回生
ク唐田幸次郎 22才工学部4回生
ク宮木靖雅 21才法学部4回生
ク屶瀬時郎 21才経済学部3同生

340万円と見込まれナこ。山岳部OBや経費は総額約

AACK△員有志に寄附を蜘願いし,多額のビ援助をい
山岳部員のカソハただくことができ六。隊員負担金,

それに△社や佃人からの援助を得て,先発の4名が判1
ゼを庁発することができナこのは, 1962年8月 6 日であ
る。
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スハルグソの2人を加える0ムキt ヤノレ,

イソドラサソとデオ・.ティバの両崇の問から流れだ
すマラナ氷河にとりっくナこめ,マラナ谷をさかのぼる

クルーから7, 8 ぐイル下流で,吏か予定であっナこ。
フソ

らベアス川の支流パルバティ川が合流している0
タ_ルという村があり,ベアス川沿いの草地にクルー

プソタールからパルバティ川左岸の道飛行場がある0

と,北からマラナ川が合流している0を11ぐイル行く

ジャリという村がある0

てキャラバソだがプソタールからジャリまでは
.ソタ_ノレのレイソジ.オブイスの紹介でラバ七やと
、ことにしナこジャリからぐラナ氷河末端まで約 4゜k
,途中にナこだーつ,ぐラナ村という孤立的な山村が
あるが,パルバティ谷の村々との交際が少なく,その
村人を傭うにしてもだいぶ厄介らしい0
火熱のイソド平原からバスでクルーへやってきたと
、ろまでは朔子が良かっナこが,標!Ξ約 1,20omのクル

モソスーソ名残りの雨にふるえながら,ーから先は,
隊長はデリー集まらぬ米一夕に前途が思いやられた0

から空路到着する筈だっ九が雨で飛行機がキャソセル
にナナこので,ブソタールに田中とグソディソ七残し
大森と室木はラダキを連れて 9月 8日ジャリへ先づ,
吉1デ,岩瀬,酒井はダワ,ラクハとと、に,ラバ19頭
ラバソを編成して, 10貝,プソタールからジャのキャ

ソディで集めりに進んだ。先発の2人が心もとないヒ
われわれナこ情報では(英語のわかる村人はいない),

らず, 10~20人が必要とする40人ほどの飛一夕は集ま
し《いないという。やむなく隊を分け,手に入るかC
わの飛_夕で進力ことにする。谷のゴルジュの底にっ
け「れ九悪路をたどってぐラナ村ヘ着く0 この村内だ
けに通用する言葉というのだから,英語のあまり小か
t ぬダワを仲介にしてのわれわれと村人との交渉は

この谷を上ヘのわに困難であっナこが、ともかく,かな

ナ村の人問をポータに使わないと駄口ぼる以上ぐラ

だという賃金は 1人 1日フルピー,氷河の末端まで
2 日ζ「将だと主張する。偵察のナこめ器っナこ日は立い1
く降ナこりやんだりの天気だ。約 2,70omの村から上
は九なりに門け九谷になって粉b,牛や羊を放牧する
フルプがあるためか,踏みあとはずっとっいている0
持参し九地図は小縮尺なナこめくわしいところはわか
ナいが,ぐラナ谷が大きく右ヘ曲がる村近,約 3,5゜
mまで登ったぐラナ氷河を見ることはでさなかっこ
う;,六牛の稜線の上部には可が残っているの力精っか
さす力斗こ1」_!に近づいナこと思、う。ぐラナ村ヘ1側り,ジャ
.かt 朽物があがり次第,村人を傭って輪送を始め
ことにしナこ。

9月14日,大森,岩瀬,ダワ力n6人の末一夕を部
ーぐラナ村を川発,明くる15日,寄田,呂木,ラ
は14人を連れてあとを追う。隊長は鍬道とバスに

かえてクルーに着き,田巾,グソディソと介流してジ

ヤリへあがってきたので,連絡のため船りた私も加わ

つて, 6人の末一夕を連れたしんがりパーティは15日

ジャリを出発,ぐラナ,ぐタギラソの泊り場を経て,

17日にべース・キャソプに到着しナこ。逹日雨力那蚤る。

モミやヒノキの林をくぐり,高山稙物のかわいい花を

踏みながらも,頭上を厚い雨雲におきえつけられ,目

指す山の姿を見ることもできぬ旅であった。

アプローチ

宮木と私は8月13日樹浜を出帆,香港から空路カル
19日到着。船の大森,田中,畠田,カッタに向力北、,

山瀬の4人は29日にカルカッタに入港,船荷通関の都
31日と 9月 2 日の2隊に分力這1,汽車でパタソ△で

トからは,ベフス川源流のコットに行く。パタソコツ

クル_地方の主邑クルーまで,バスで12時間,約.0゜k
日である0の荷物と共に後発が到着し九のは9月7g
トソドーツダ_ジリソから呼んだシェルパのダワ

.

ークノミ.ツリソグソディソのシェノレ'ミ3 人,プ,

それにクルーに着いてから仙うことにしナこラダキのワ

ベース.キャソプはぐラナ氷河の末端か島約 3km

手前,右岸の段丘の上,草地に設けられた。高度約

3,幼om。氷河のツソゲはツルツルのゴルジュの問を

割って流れ落ち,下の川原から氷河にとりつくことは

できぬ。比高 30omほどの段丘上のキ十ソプから,阜

つきの斜面をトラパース,右崇のゴルジュの上にでき

ナこせまい料棚をつたって行くと,氷河の右岸のモレイ

ソの上に逹するごとができる。そのすぐ前に,左チは

るかヒ方の山腹の岩壁の一部がくずれつつあるところ

があって,ときどき大音縛とともに岩塊がなだれのよ

うに落ちてくる危険な個所を,横断せねぱならない。

氷河は薄よピれた氷の層を見せ,煕い粘板岩ででき

ナこ岩屑が,二筋のモレイソをつくっている。ツソゲか

らま爽ヘ氷河を登って行くと,約 lkm ほどで,本流

は左ヘ,すなわち北ヘ,ほぼ直角に折れてぃる。右か

らは,フり.ラトニ・ティバ崇(5,490m)の爽仏1か

ら流れ細す枝氷河が流れこんでいる。 T字型の交叉点

をなしている,つけである。左ヘまがると,ぐラナ氷河

の全貌が,痛い緑ど視界の中にとびとんでくる。幅2

km 緑どの氷の帯が大小のクレバスを縦楢にはりめぐ

らせながら,ほとんど勾配もなく北ヘのぴ,約 8km

ほどでつきるあたりが,まっ内な屏風を立ちめぐらせ

たようになっている。アイス・フォールだ。比高約ε0

Om あるととは後になってからわかった。はじめて見

ナこときには,遠くから眺めナこことでもあり,せいぜい

50omくらいかと思ってしまう。

ぐラナ氷河の右岸はお船まかな岩壁がつづいてぃて

モの上のネベ(雪原)から六れさがってぃるらしい氷

の塊が,ところどとろ,岩壁力H氏くなってぃるところ

から,舌のようにぶらさがっている。左岸はどうかと

いうと,マラナ.ナラの東側にはいりこんでぃるトス

'ナラ川の水源をなすトス・ナラ氷河との分水嶺山脈

が,せまい,ギザギザした岩の稜線をっくって,視界
をかぎっている。アイス.フォールの右手には,やは
り岩稜が船りてきて,この分水嶺にっながってぃると
考えられるのだが,もっと接近して観察しないと,か
からない。

ところで,イソドラサソはどこにあるの力、アイス
'フォールの上には,ときどき晴れまのできるモソス
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7 イ ス.フ

ーソも終りに近い雲の問から,なにも見ることはでき

ない。右手の岩稜の一部が突き出ナここぶのように見え

ないではないが,なんぼなんでもあんな岩塔がイソド

ラサソであるとは老えにくい。すこし情ないような気

がする。あのアイス・フォールの奥にあって,この位

置からでは見ることができないのにちがいないが,早

くイソドラサソの姿を見せてもらえないと,どうも頼

りない。力のいれどころがわからないのだ。

けれども,それどころでないことが,すぐわかっナこ。

フイス・フ*ールの突破がたいへんな仕事なのであっ

ナこ。ヒぐラヤソ・ジャーナルの第21巻に写真がのって

いるイソドラサソの上部を,早くこの眼で見たいと思

つたのだが,そして,写真左見ナこだけで発見すること

ができなかった頂上ヘのルートを,氷と岩の急斜面に

白分の眼で見出したいと思ったのだが,フイス・フ分

ールに脊路を求めるととが簡単にゆかなかったのだ。

泓がこのフイス・フォールの前に立つ前に,すでに開

始されていた偵察隊の活躍を,ここで述ベて船かねぱ

ならない。ベース・キャソプに一番乗りしナこ大森と宮

木は, 9月17日,富田,岩瀬,ダワ,ワムギャル,ス

パルグソの5人のサ飛ートを受けて,マラナ氷河を啓

リ,約 4,30omに仮キ十ソプをつくった。

汰に2人はフイス・フォールのふもとに逹し,偵察

した結果,左岸寄りの第1キャソプ予定地からフイス

・フォールを直登するととは不可能であり,右岸寄り

.にある台地状の雪原に到達したのち,そとからアイス

・フォール巾段にできている緩傾斜の雪面にとりつき

今度は逆に,右上ヘ斜めにあがって上端にとりつくと

いうルートを,右望な,可能性あるものと考えていた。

同じ日,ベースから隊員,シェルパ,ラダキなど 9人

で,仮キャソプまで荷上げをし,偵察隊の報告を、と

に, 9月20日からの鞍高計画を定めた。

アイス・フ寸ールに登路を発見し,その上端に第2

キャソプの位置を決める。第3キ十ソプは上部雪原上

イソドラサソ本崇のふもとに設ける予定で,第2キャ

ソプおよび第3キャソプmの荷物を第2キャソプ予定

地まで荷上げするのを,第1段階とする第2段階は

第2キャソプおよび第3キャソプの建設と,イソドラ

サソ,デオ・ティバ両宅の攻撃である。第 1キャソプ

以上で行動するのは隊員6人とシェルパ2人,ラダキ

2人で令計10人,日数は約4週間を要するであろう。

隊員は2人 1組で行動し,随時,シェルハとラダキを

つけ加える。

隊長は登頂態勢ができるころに第1キャソプにあが

リ,それまではクックのラクパ.ツェリソとともにべ

ース・キャソプを固める。隊員とシェルパはあまり長

いあいだ連続的に行動せぬようにし,交代でBCにく

だって休養する。ざっとこういうあらっぽい朽動力針

を立て九。

オ ノレ



9月200,泗井,大森,田*,富田の4 人が第 1キ

十ソプ建設に向かう。宮木,岩瀬,グワ,グソディソ、

ワムギャノレ,スパノレグソというフノレ・メソバーがサ

ポートする。途中から雪が降りだし,予定地までゆか

ないうちに,大クレバスに進路をはぱまれ,大あわて

でテソトを張る。サ飛ート隊も,湿雪でビショビシ"

に濡れながら,急いでべース・キャソプへ船りナこ。次

の口、 1日雪が降っナこので行動停止。その次の日,昼

から両がやんだので,はじめの仮キャソプ(デポ 1)

のデ飛から,荷物の一部をあげる。 23日,久しぶりに

快晴になっ九ので, 3晩降りこめられた仮キャソプ(

デ飛Ⅱ)を撤収し,新手のラッセルに苦しめられなが

ら,約 lkm上流,高度約4,50omに第 1キャソプをつ

くる。ベース・キャソプからも 6 人があがってきナこ。

大森と富田は朝からルート偵察に登っ九が,プレーカ

ブル.クラストに体力の消耗はなはだしく,約4,800

mのの台地までしかゆけなかった。新モはおよそ1

mほど薇もっナこので,翌雪の上をスタスタと歩いて行

けた第1同の偵察とは大ちがい,行程ははかどらぬ

このあと 1週問ほどの問,フィス・フォールとの苦斗

が続く。前半は天気が悪かっ九ので,ルート開打は遅

々として進まなかっ九。大量の両が降るというととこ

そなかっナこが,晴れてアイス・フォールの全貌が見渡

せるのは朝のうち半時問くらいだけ,午後はきまった

ように雪がちらつく。ときには雷鳴を聞く。とんな状

態が続いては,偵察隊のトレースがのびず,能率が惡

いので,プラトーに仮キャソプ(デ飛皿)をつくり,

ここから道探しに出かけることにしナこ。

9月29日,大森と忍はアイス・フォールを登る。何

日ぶりかの快晴,プラトーのせまいキャソプを出発。

フィス・フォールの中段にかかる緩傾斜面ヘの登り口

には,前に富田ナこちがつけ九フィックス.戸ープがあ

る。このバソドを右上ヘあがって,アイス・フォーノレ

の中心部につく。はじめはあくまで右へバソドをつめ

て行き,右端近くで上に抜け出るルートを考えてい九

のだが,大きなセラックスが林立し,深さ10m以上の

クレバスがず九ずナCに斜面を断ち切っているので,こ

のルートは駄目だ。まっすぐに上ヘ登る。アイス・フ

オールの上部には,巨大なブロックが目白抑しに立ち

並び,壮観をきわめている。三階建てのビルディソグ

くらいあるブロックの側壁は,ツルツルの蒼氷になっ

ており,今にも倒れかからんは'力ゆに,裂け貝のはい

つナこ不安定なやつが沢山ある。 5m以上もあるツララ

がぶらさがっている。ヒドソ・クレバスに尿心しなが

ら,フソザイレソでルートを探して進むうちに,汰第

に右ヘ,右ヘと行ってしまっナこ。大きなビルディソグ

の垂壁が二重,三重に押しかぶさるように並んでいて

突破する口がなかなか見つからない。高さにして8

割が九登っナこが,時間切れで引き返す。マラナ氷河を
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見船ろすと,大きないっが右からも左からも流れの中

央ヘ寄せている。プラトーから右手の方を見ると,デ

オ・ティバから邪りてくるウォーターツェヅド・りツ

ジの末端は,ほとんどそれと分からぬくらいの目立た

ない稜線になって,広い雪原を抱いていることが知ら

れる。セソティネノレ・ビークという,デュハソガソ.

パスからイギリス隊が登っナこ岩峯は,ちょうどべース

・キャソプの背後の斜面にそそり九つ山のことなので

あろう力、デ末を素通りして第 1キャソプにおりて

みると,ベース・キャソプからあがってきナこ連中も,

到着したところであった。

つづく3日間,登路開拓と荷上げが溌とな,つれ,ど

うやら第2キャソプ予定地からイソドラサソを観察す

ることができた。大森,宮木たもがアイス・フォール

の残された最後の部分を偵察した結果,氷壁を登り,

クレバスを渡り,大きなフイス・ブ戸ツクのすそをま

わわこむと,そとだけ 1ケ所,両面が続いて上まで登

りきるルートが見つかったのである。上部マラナ雪原

のいちぱん端っこ,前と後の大クレバスの問に細長く

島のように残っナこ雪面に登りつくと,正面にイソドラ

サソ,左手前にデオ・ティバの二崇が姿をあらわす。

この第2キャソプ予定地からでは,すぐ前のクレバス

の側壁がじゃまになって,イソドラサソ本岸の根元は

見えないが,両肩をいからして立ちはだかる,その急

な斜面はなかなかに迫力をもってせまるものがある。

登路があるかどうか,簡単にはわからない。ナこだ,あ

るとして、,それが容易なものでないことだけは,は

つきりしていナこ。デオ・ティバの方はドーム状のなだ

らかな斜面が頂上まで続き,登頂はあまり困難ではな

いと思われた

第2キャソプ予定地まで荷上げができたので,全員

度ベースキャソプまで船りて,休養をとる。

AACK時報

のように見える部分から,急な雪面がたれさがってい

てちょうどじょうごのように,その下部が細くくぴれ

ている0 そこから下は急な岩壁をなしてすっぱりと切

れ落ちているのだが,途中にある高さ 10omくらいの
岩場を突破できるならば,右下から這いあがってぃる
雪面を登って,上のじょうビの斜面にとりっけそうで
ある0 じょうビの雪面は,まん中が少しオーバーハソ

グ気味な氷畦をなしているので直登は不可能だが,右
か左の,クーロワール状の急斜面をただひたすらに登
るならぱ,スノー.キャップの縁にたどりっくことが

できるだろう。そこから頂上までは,傾斜のゆるい哲
稜がっづいているから問題はない。右下から斜めに迂
いあがる「下部雪面」と,じょうビの壁をなす「上部
予面」の問1こある,くろぐろとした岩場,それは緑と
んど垂直に近いかと思われる岩壁なのだが,ととにな

んとか道を切り開かなくてはならぬ。それ以外に,こ
のマラナ両原からイソドラサソ頂上に登るルートはな

フ.カッテ

困排な岩と氷の壁

10月 6 日,第2段階にはいる。サ末ート隊の6人が

第 1キ十ソプに進む 7 日,富田,宮木,岩瀬,グソ

ディソがフィス・フォールを登って,約 5,30omに第

2キャソプを建設した。イソドラサソの本崇は上部々

ラナ雪原の北の端にそびえている。デオ・ティバとの

コルから頂上ヘのびる,フレート状の匹稜,南から這

い上る南稜,とれは尾根というよりは,むしろ岩壁と

いう名がふさわしい。との間の南西側面に登路を求め

なけれぱならぬ。

10月 8 日,イソドラサソの本崇のふもと,約5,500

mに第3キャソプがっくられた。富田,宮木は登路偵
察,約 70omの比高をもっ本雛は,大部分が急峻な岩

と壁でまもられてぃるが,部分齢にはりついている

氷の斜面をっナこって主けぱ,どうやら頂士.に逐するル
トは求められそうである。頂上のスノー.キャヅプ
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氷壁の下から,左右2本のクーロワールのうちどちら
のルートが良いか偵察では判断できてぃなかっ九ので
その場で決めるっもりで出かけ六。ととろが,第3キ
十ソプ付近から見れぱ明きらかに危険のより大きい左
へのトラバースが,いざ,その場に着いて見ると良い
ルートと思われた。氷畦にとりっいて,その亜さがわ
かって,右のクーロワーノレヘノレートを変えようとした
ときには,すでに疲労の極に逹してぃたということで
ある。

ナこだし・,ツララの氷壁の下から右上へト ラノてースし

て,右のクーロワールにとりっくといっても,誰もそ
れまでこの右のクー戸 ワールを見てはいないのだ夕

刀それはあるだろうと考えてい九だけで, C3付近か
ら見あげるときには,その手前の岩塔(主稜線の左の
側獣上の石の突起で,将棋の駒の形をしてぃる)の後
にかくてれ見えないのである。ナCだ, との岩稜と,非
後にっきあげていてその上部を見ると とができる氷碓
の科面の形および位置から考えて,その問にク_ロワ
ールが這いのぼっているにち力丸、ないと考えてぃたの
である0 とれを実際に観察して登路に使えるものであ
るかどうかを硫めるために,富田,宮木,グソディソ
の3人を第3キャソプに残し,他の5人でデオ.ティ
バとのコルまででかける。途ホで将机の駒の喪をよく
眺められる場所から,双眼鏡で観察する。右のク_ロ

ワールは,たしかにあった。傾斜はずぃぶんけわしそ
うだし,氷化してテラテラ光ってぃる とと力湯っかっナこ
が,硫実にルートとして使えると考えられた。六だし
とのクー戸ワ ールの末端にとりっくナこめには,ツラ
ラの氷壁の下まで登っナこのではかえって トラバースが

困難になりそうだから,フィックスコニ作終了点から,
ただちに右上ヘのぴる細長い外傾し六舌面を登って行
き,との委面が側壁に突き当ると ころから,左上へト

ラバースして,クーロワーノレの入口に達するべきであ
ると思われる。 この外傾し九雪面の寮高といぃ,突き
当りの岩と氷のミックスしたととろのトラバ_スとい
い,決して容易ではな力ろうが,頂上に達するルート
はこれ以外にない。

ルートの見通しが得られたので, 10月13日富田と宮
木の2人は功躍頂上に向かった。ビバークは必至とψ
えられナこので,ツェノレト,エア.マットレスラジウ
ス,コツヒエルなどの露営用装備と2日分の食糧を社
めこんだザックは,ザイル2本,カラ ビナ6 ケ,アイ

ス'ピストソ10ケ,戸ツク・ピトンフケなどの春山川
装備とともに 1人当り約 20kg の重量となった 4
時20分出発,急傾斜の上部雪面,クーロ ワーノレへの岩

富田と宮木,宮木と岩瀬の2日間にわたる偵察とル
トエ作の苦斗をととに簡単にのべるととはできない

が,かれらの頑張りは,との 5,80omの高度において

困難な岩壁にルートを開拓するととに成功した。特に
てごわかった約10mの垂直のスラプをはじめ,必要な

筒所にはザイルを固定し,上部雪面の末端までは,確
実なルートが,確保されたのである。

ただちに第一回サミット・パーティの大森と田中は
10月11日,第3キャソプを出発して頂上に向かった。
私はダワを速れて昼すぎに第2キャソプに登ったが,
そのころ,朝乍らの戻晴はくずれ,小雪きぇ郷ってく
るという天気になっていたので,ひどくアタック隊の
ととが心配になった。第3キャソプから帰ってきてぃ
た富田とグソディソの報告では, 12時ビろ,上部雪面
の,大きなツララが幾本もぶらさがった,例の氷雛の
適下に, 2つの黒点が見えたが,その後は雪雲におお
われて,アタック隊の様子は企然わからぬという夕
方になって,第3キャソプの宮木と岩瀬から, 2人が
まもなく帰ってくるとトラソシーバで連絡してきた。
結局,第一次アタックは失殿したのだが,次の口,
第3キャソプに集って,フタック隊の報告をもとに相
談し介う九結果,つづいて第二次アタッ ク隊を出すこ
とにする。

失殿の原因を求めるならぱ,これは私の責任に帰す
るのだが,ルート選定が不適当であったことをあげね
ばよるまい0 ツララの氷壁の下まで登ってから,かれ
は左のクーロワールを登ろうと思い,左へトラバ_
しかけたのだが,とれがとんでもない悪い氷畦であ

イス.ヒ'ソ
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ソグ,いずれも重荷を負いながらの奮斗で,ずぃぶん
時問がかかったが,二人はよく頑張り,午後4時にス
ノー'キャツプの下端に登りっいナこ。そとに荷物を置
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いて頂上に向かい, 4仙35分,最高ノ黒の己;の突起を踏

むことができたのである。朝の快晴は昼ビろから雲に

かくされ,頂上では一而のガス。写真を捉って20分後

頂上をあとにし,デ末の所面をならしてビバーク。

12日の晩,第2キャソプで忍は六森,灰中と相談し

て, 13日,イソドラサソと同時に別パーティでデオ・

ティバをアタックすることに決定しナこ。 13日 6 "に大

森と田小は第2キャソプを出発。 7時の交信で'のこ

とを第3 キャソプの岩瀬とグソディソに伝える。忍が

トラソシーバで料瀬に話しているうちに,すでに2人

が第3キャソプへ近ずいてくるのを見六のだ力寸力岩

瀬は慌てナこ。

ともかくこの4人は樫装でデオ・ティバに向かい,

シュプーノレのつけてあっナこコルからデオ・ティバの東

斜面をラッセルしながら登り,途中から右ヘ折れて北

東稜に!.1けこ。頂上到荊は12時。疲れも兄せずに3時に

は第3 キ十ソプに婦って来ナこデオ・ティバは19訟年

の初登頂のあと,口本の婦人登山隊など, 4, 5回登

頂されている山だ。われわれの第2キ十ソプまたは第

3キャソプからさしナこる困難なしに登れると思われナこ

ので,イソドラサソ鞍頂後片・づける枯もりであっ大

ところが第 1汰フタックが失殿し,日が延びた九め

にとのあと天気が統くか危ぶまれたので,多少の無即

を承知で同時アタックに踏みきっナこのである。

そのΠ,岩瀬と私は第3キャソプに残り,大森,田

中,グワ,グソディソは第2 キャソプに帰っナC。昼す

ぎからイソドラサソはガスに包まれて,富田,宮木の

2人の姿を望遠鏡で探すことはできなかっナこが,スノ

ウ・キャップ付近でビバークしていることは疑,つなか

つナこ。琴頂したあとか,あすの登頂を控えて力は十か

らなかっナこが。

14日,朝テソトをとびだして見ると,頂上付近は雲

ひとつなく,最高点に続くスノウ・キャップの雪面に

トレイスがついているの力井よっきりとわかる。さっそ

くトラソシーバで第2 キャソプに速絡し,第 1キャソ

プの隊長に報告してもらう。第2キャソプからあがっ

て来た迎中といっしょに兄守るうちに, 8時ころから

動きだしナこ宿田と竹木がゆっくりとオ6りてくる。昼に

は許くかと思う大が,しんちょうに硫保しながら,と

きにはフップザイレソを使って下降するのにずいぶん

時問がかかり,下部嬰面のとりつき点まで迎えに行っ

九3人といっしょに第3キャソプに婦着しナこのは3噛

半である。

ひどいフルバイトだっ六。高距約 70omに登り10時

問15分,くだり 7 時問15分を要しナこことになる。冊ん

とうによく登ってくれナこ。岩壁といい,氷壁といい,

どこといって気を許すことができない困難な登梦を,

頑張ってょくやり船船せてくれたものだ。とれで日的

を達するととはでき九。

AACK時報 NO.3

10月15口第3,第2の両キャソプを撤収して第1キ

十ソプへくだり, 16日第 1キャソプを撤収して,ベー

ス・キャソプへ船りた。マラナ村からポータを呼びあ

げるひまを利用して,祝いの宴を張り,また休養と荷

物の整理をする。京都の留守本部やデリーの大使館に

電報や通信を送る。

10月19日ベース・キャソプをあとにし,ジャリ,ク

ルーを経由, 10月30日,デリーで隊を角群攸した。ネパ

ールや南イソドに立ち寄るものもあり, 11月から12月

にかけて偏国した。

以上簡単にイソドラサソ遠征について,個人的な覚

え患きを記しナこ。すでに別の形で報告書が出版されて

いるし,京大山岳部の「報告」に亀詳細な記録が発表

されている。参照していただければ幸いである。

幸いにしてイソドラサソの初登頂に成功することが

でき,この幸運な遠征に参加できたことがなにょり喜

ぱしい。京大山岳部ではすでに第2の遠征計画を進め

ているようであるが,将来の活動のナこめのスプリソグ

.米ードにな b得るとすれぱ,困難な登撚にフブイト

を燃やしナこ若い隊員た壱の労苦は最大の酬いをうけた

ことになるであろう。それにしても,留守本部をはじ

め進備に奔走してくれ九すべての山岳部員に対しては

別の機会にゆずるが,後輩のために有形,無形の援助

を与えられ六会員各位に船礼を申しあげなくては,本

稿の意味はなくなるのである。とくに工楽英司,松田

寿郎の両氏には対官庁接渉に関して強力なビ援助をい

ただき,加藤泰安,今西寿雄の両氏からは登山の峨略

城術に関する貴重なアドバイスを得六。四手井綱英,

吉井良三,鈴木信,中尾佐助,川喜田二郎,近藤良夫

山口克の各氏%よびサルトロ・カソリ遠征隊員の皆様

からは募金小ら準備万端にわたるお世話を受けた。感

謝をもってここに記すことをお許しい九だきたい。

木 曜

AACK時報 NO.3

カラコラムに残された問題
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蒜 座

サルトロカソリに続く1964年度AACKの海外述征の

対象の山としてK-12(不詐可の場合はガッシャープ

ルムⅡ)が選ぱれ,多田政忠教授を隊長,舟吾明喫氏

を副隊長とする遠征計西が具体化し,活動を始めた゛

はすでに昨午赤の1932年度AACK打業穀告にてお知ら

せしナこが,残念ながら"E甲の萪もおしつまってから,

パキスタソ外務告より日本外務名を逓じ1964作度には

K-12・ガッシャプールム匝いずれの山にも許可不π]'

能の旨通知が入った。それ故本午皮は我々はカラコル

ム逓征をあきt めなければならなくなった。

種々の情報にょれぱガッシャープルム蛋はホ共,パ

キスタソの国寛城定により, 1, 2年はいかなる、ー、ー

岡の這征隊も近づけないとのことで,この山は今しぱ

らくは未珍のままで残るのであるが, K-12は我々以

外のどこかの隊に許可されるらしいとのまである。

(F-12にはAACK以外ドイツのババリフ隊,英国隊

東京隊が巾詰しているという)しかしその隊が本年麼

疑頂をくわだてたとしても必ず登れるとはかぎらない

から, 1955年度にけAACKの述征の対象として返り咲
くかもしれない。

K-12の槻念

サルトロカソリの南東力約 15kmにあり,シアチェ

ソ氷河とビラフォソド氷河にはさまれる流域の最高宅
でめる 0

標高24,503feet (/,428m)叉は7,46Sm
北紳33・1S'東経/フ・1,

そのドッシリと重呈感にあふれる巨大な山奔は,今

や戈り少いカラエルムの未登崇のうちでも上位にラソ
クされる立派なものである。ヌ6月の終りになれぱB
Cにも草花が咲き,丑Cから一日行程で緑の枚場(ギ
ヤリ)にIUうれ2, 3時問で野生のネギや薪のとれる
に仁けるというのも,カラコルムの山ではめずらし

上尾庄一郎羽根田愽正安原祚示

ーその3-

K-12

勿週木曜Π夜AACKルームに集まる若チの

木昭会でhわれた二岳義に若下手を加え六ものである。

いととといえよう。

K-12冊辺の地形は未だ未凋査の部分が多く,!1、"こ

南部はクォーター・イソチ・マップにも空六のままで

残されている。ヌ東部の氷河の様子も地図と実際とは

大きな相夕がある耶は,すでに1957年のシプトソ隊に

より指摘されている。1960年のスティーヴソスソ隊は

K-12昼山の外にK-12周辺の地理学的朋杏も相当行

つナこようであり,ヒマラヤソ.ジャーナルV01.23 a96

1)に尭宏されたK-12周辺槻念図がこのあた0の正

しい地形を示す唯一のものである。とれを兄るとクォ

ーター・イソチ.マップでは記入されてぃないK-1

東西からシアチェソ氷河に11气接訓a1込む二っの火きな

氷河(K-12氷河とその下流の無名氷河)が記されて

おり,このあたりではクナーター.イソチ.マップが

いかに不正砿力功湯っかる。

女献上に禿表されているK-12の写真としては,束
北力而から兄たものとしてはワークマソ大上の OTWO

Sunnets in the ice wilds of the eastern Kara-

koram."あるいはジェオグラフィカノレ.ジ十ーナノレ

V01.43 a914) 27C-フ.にあるヂャソクッ。ソ.ピー

ク(シアチェソ氷河とテラムシェール氷河川介左片の

小ピーク)頂上からのパノラマ万買。

西北方向からはAACKの゜サルトロカソリ0万真ペー

ジ 42, 46, 69。西力からはヒマラヤソ.ジ十ーナルの

V01.23 (1961) 72-79がある。

登山小史

とのU、1を対象にした登山隊は今迄に二隊ある。 1つ

は先にも述ベた1957年シプトソの率いるイソペりアル

'カレツヂ隊で,初めサルト戸カソリを口標としてぃ

たがスエズ動乱で入山が遅れ,やむなくサルトロカソ

りは放棄し,代りに彼らがK-12東部に発見し命名し

ナこK-12氷河の闘査を行っている。この貼.K-12氷河

の源頭のK-12の北側に通過可能な峠を発見しイソペ

リアノレ'コノレと命名した。ヌ幌途,ビラフォソドナ太河

の支材i口小モノレソバ氷河(RヨChmo lunqbユ)カ)ら


